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[I 次 

1 ) シンポ リツ ク 相互作用 論文 献リ ストに ついて 

2 ) シン ボ リ ッ ク 相互作用 論 文献 リ ス ト 

3 ) シン ボリ ッ ク 相互作用 論文 献リ ス ト —— 補遺 一 - （下巻 

なお， 本 資料の 作成 分担 は 以下の通り である。 

1) 桑原 

2 ) 奥 田 • 桑原 

3) 奥 田 



1) シンボリック 相互作用 論 文献 リストに 
ついて 

シ ン ボ リ ッ ク 相 互 作用 論 （Symbolic 
Interactionism) と は， 1960 年代 初頭に アメリカ 
の 社会学 者 H • G • ブルーマーが 創始した， 社 
会 学 的 • 社会 心理学的 パース ぺクテ ィ ブの 1 つ 
である。 それ は， 人間 間の 社会的 相互作用 （so- 
cial interaction), と り わけ シ ン ボ リ ッ ク な 相互 
作用 （symbolic interaction) を 主たる 研究 対象 
とし， そうした 現象 を 「行為者の 観点」 から 明 
らカパ こしょう とする ものである。 

シンボリック 相互作用 論 は 通常， その 歴史的 
由来 を G • H . ミー ドの 業績に 遡る ことが 出来 
る， と言われ ている。 ミード は 生前 数多くの 論 
文 を 執筆した 力 ? ， ミー ド の シンボリック 相 互 作 
用 論に 対する 影響の 大部分 は， 彼の 講義 を 聴講 
していた 学生 ら による 講義録 や メモの 出版 を 通 



じて， あるいは 当時 ミー ドに 学んだ 学生の 一人 
であった ブルーマー による ミー ド 解釈 を 通じて 
及ぼされた と言われ ている。 ブルーマー は， 主 
と して 1950 年代と 1960 年代に 数多くの 論文 を 執 
筆し， シンボリック 相互作用 論の 体系化 を 図つ 
た。 以上の ことから シン ボリ ック 相互作用 論 は， 
ミ 一 ドが 創始者で あ り， ブルーマー によって 確 
立され たという 見方 も ある （http:〃w3.cc. 
kagoshima-u.ac.jp/ on_doc/ infomation/kouhou/ no. 16/ 
kuwabara.pdf) 

ブルーマーの シン ボ リ ッ ク 相互作用 論が， T • 
パーソンズ を 中心とする 構造 機能主義 社会学 や， 
G • A • ラン ド バーグ を 中心とする 社会学 的 実 
証 主義 （操作 主義） を 批判し， それに 代わる 分 
析 枠組み や 研究 手法 を 発展 させよ うとした こと 
は 良く 知られて いる。 とりわけ， その 分析 枠組 
に関して は， これ ま での 我が国の 研究 において 
は， それが 提示す る 「動的 社会」 観が 高く 評価 
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されて きた。 すなわち， 社会 を， 「主体的 人間」 
によって， 形成 • 再 形成され る 「流動的な 過程」 
ないし は 「変動 的」 「生成 発展 的」 な ものと 捉 
える， そうした 社会 観が 高く 評価され てきた 
(http://ir.library.tohoku.ac.jp/re/ handle/10097/ 
14389)。 

当初 「シンボリック 相互作用 論」 と 言えば， 
それ は イコール 「ブルーマー」 という 時代が し 
ばらく の 間 続いた。 とはいえ その後， 1970 年代， 
1980 年代に なると， シン ボリ ック 相互作用 論 を 
担う 新しい リーダー として， N • K 'デン ジン， 
T • シブ夕 二， A • L • スト ラウス， R • H • 夕 一 
ナー， S' ストライカー， G'A' ファイン など 
が 登場 し ， こ の 理論の 新た な 方向 性が 模索 さ れ 
ると ともに， ブルーマーの 理論 化に 対する 種々 
の 批判が 展開 される に 至った。 1970 年代に は さ 
らに， E • ゴフ マン が 登場 し， 「ドラマ トウル 
ギー」 （dramaturgy) と 呼ばれる 手法が 提示 さ れた 
(http://w3. cc. kagoshima-u. a に p/orLdoc/infomation/ 
kouhou/ no.l6/kuwabara.pdf) 

アメリカ 社会学に おいて は， この 手法 は 通称 
rsu と 呼ばれ， SI に 基づいた 幼児 集団の 観察 
な ど， 社会心理学 的な 実証 研究 や 小 集団 研究が 
一時期 は 盛んに 行われた。 ただ， 質的 研究 や 質 
的な 社会 調査 は， 的確な 分析 結果 を も と に 成果 
を 発表す る ことが 難しく， 研究者に とって は 発 
表 論文 数が 少な くな りが ちとなる。 この ことか 
ら， かならずしも 研究者の 評価に はつな がらず， 
競争が 厳しい ァ メリ 力 社会 学界に おいて は 全般 
的に 沈滞 気味で あ り ， 研究 例 は 減少 傾向に ある 
と 言わ さる をえ なレ、 (ja.wikipedia.org/ wiki/ シ ン 
ボリ ッ ク 相互作用 論)。 

上記の 状況 を 憂慮し， これまで 我々 は， 国内 
外で 公刊 されて きた 種々 の シン ボ リ ッ ク 相互 作 
用 論 関連の 文献の 蒐集に 力 を 注いで きた。 本リ 



スト は， その 達成 途上に ある 成果 を 公開 • 保存 
する 試みの 一環と して 公刊され る もので あり， 
今後 も 数年お き に 増補 改訂版 を 公刊して い く 予 
定 である。 尚， 本 リストの 作成に あたって は， 
次の 資料 を 参考に した。 船津 衛， 土 肥 豊， 
1982 年， 「自我 論 文献 リスト」， 『社会学 研究』 
41， 東北 社会学 研究会， 115- 130 頁。 

2) シンボリック 相互作用 論 文献 リスト 
[A] 

Alexander, J., 1987, Twenty Lectures, Columbia 
University Press. 

Altheide, D 丄.， 2002, Reflections on Media Mean- 
ings in Denzin's Work, Studies in Symbolic Interac- 
tion, 25: 157-165. 

Anderson, し， and Snow, D.A., 2001, Inequality 
and the Self, Symbolic Interaction, 24(4): 395-406. 
安藤 清 志， 1994 年， 『見せる 自分 Z 見せない 自 
分 —— 自己 呈示の 社会心理学 —— 』， サイ ェン 
ス社。 

， 2002 年， 「自己 呈示 丄 船津 衛， 安藤 

清 志 編著， 『自我' 自己の 社会心理学 〔ニュー 
センチ ユリ 一 社会心理学 シリーズ 第 1 巻〕』， 北 
樹 出版， 112-126 頁。 

Atkinson, P., and Housley, W.， 2003, 
Interactionism: An Essay in Sociological Amnesia, 
Sage (with British Sociology Association). 
Athens, し H.， 1980, Violent Criminal Acts and 
Actors, Routledge & Kegan Paul. 

， 1984a, Blumer's Method of Naturalistic 

Inquiry, Studies in Symbolic Interaction, 5: 241- 
257. 

, 1984b, Scientific Criteria for Evaluating 

Qualitative Studies, Studies in Symbolic Interaction, 
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5: 257 - 268. 

, 1993， Blumer s Advanced Social Psychol- 
ogy Course, Studies in Symbolic Interaction, 14: 
155-162. 

鮎川 潤， 1996 年， 「フィクション としての 逸 
脱 行動 丄 磯部 卓 三， 片 桐雅隆 編， 『フ イク ショ 
ン としての 社会』， 世界 思想 社， 156-183 頁。 

[B] 

Bales, R.F., 1966, Comment on Herbert Blumer s 
Paper=Hamilton, P., (ed), 1992, George Herbert 
Mead: Critical Assessments, Vol.2, Routledge, 
pp. 42-44. 

Baugh, K.Jr., 1990, The Methodology of Herbert 
Blumer, Cambridge University Press. 
Becker, H.S., 1953， Becoming a Marihuana User, 
American Journal of Sociology, 59: 235-242. 

， 1962, Marihuana Use and Social Control, 

Rose, A.M., (ed.), Human Behavior and Social 
Process: An Interactionist Approach, Routledge & 
Kegan Paul, pp. 589 - 607. 

， 1963, Outsiders, Free Press=1979 年， 村 

上 直 之 訳， 『アウトサイダー ズ』， 新 泉 社. 
, 1988， Herbert Blumer s Conceptual Im- 
pact, Symbolic Interaction, 11(1): 13—21. 
Becker, H.S., and McCall, M.M., (ed.), 1990， Sym- 
bolic Interaction and Cultural Studies, University of 
Chicago Press. 

Berger, P. し， 1963, Invitation to Sociology, Double — 
day=1979 年， 水 野 節 夫， 村 山 研 一 訳， 『社会学 
への 招待』， 思索 社. 

Best, J., 1995, Lost in the Ozone Again, Studies in 
Symblic Interaction, 17: 125—130. 
Blumer, H.G., 1928, Method in Social Psychology, 
Ph.D. dissertaton, Department of Sociology and 



Anthropology, University of Chicago (unpublished). 

， i93o, a Review of Social Research by 

George A. Lundberg, American Journal of Sociol- 
ogy, 35: 1101-1111. 

, i93i. Science Without Concepts, Ameri- 
can Journal of Sociology, 36: 515— 533=Blumer， 
1969a, Symbolic Interactionism: Perspective and 
Method, Prentice-Hall, pp. 153- 170=1991 年， 後 
藤将之 訳， 『 シ ン ボ リ ッ ク 相互作用 論 —— パー 
ス ぺクテ イヴと 方法 —— J ， 勁 草書 房， 200-223 
頁. 

， 1937， social Psychology, Schmidt, E.P., 

(ed.), Man and Society, Prentice-Hall, pp. 144-198. 

， 1939， Critiques of Research in the Social 

sciences: An Appraisal of Thomas and Znaniecki s 

The Polish Peasant in Europe and America ， Social 
Research Council-Blumer, 1969a, Symbolic 
Interactionism: Perspective and Method, Prentice— 
Hall, pp.117- 126 二 1991 年， 後藤 将之 訳， 『シンポ 

リ ッ ク 相互作用 論 —— パース ぺク ティ ヴと 方法 
——』， 勁 草書 房， 152 - 164 頁. 

, 1947， Sociological Theory in Industrial 

Relations, American Sociological Revieto, 12: 271— 
278. 

， 1953， Psychological Import of the Human 

Group, Sherif, M.， and Wilson, M.〇.， (ed.), Group 
Relations at the Crossroads: The University of Okla- 
homa Lectures in Social Psychology ， Harper and 
Brothers, pp. 185-202=Blumer, 1969a, Symbolic 
Interactionism: Perspective and Method, Prentice— 
Hall， pp. 101-116 二 1991 年， 後藤 将之 訳， 『シンポ 
リ ッ ク 相互作用 論 —— パース ぺク ティ ヴと 方法 
——』， 勁 草書 房， 131-151 頁. 
， 1954, What is Wrong With Social The- 
ory?, American Sociological Revieto, 19: 3— 
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10=Blumer, 1969a, Symbolic Interacttontsm: Per- 
spective and Method, Prentice-Hall, pp.140— 152= 
1991 年， 後藤 将之 訳， 『シンボリック 相互作用 
論 一 パース ぺクテ イヴと 方法 —— 』， 勁 草書 
房， 182-199 頁. 

， 1956a, Sociological Analysis and the Vari- 
able, American Sociological. Review, 22: 683-690, 

， 1956b, Foreward, Wirth, L.， et al.， (ed.)， 

Community Life and Social. Policy, University of 
Chicago Press, pp.v-x. 

, 1958, Race Prejudice as a Sense of 

Group Position, Pacific Sociological Review, 1: 
3-7. 

， 1959, Suggestions for the Study of Mass- 
Media Effects, Burdic, E.， and Brodbeck, A.J., 
(ed.)， American Voting Behavior, Free Press, 
pp. 197-208. 

, 1962, Society as Symbolic Interaction, 

Rose, A.M., (ed.), Human Behavior and Social 
Processes: An Interactionist Approach, Houghton 
Mifflin, pp.179— 192=Blumer, 1969a, Symbolic 
Interactionism: Perspective and Method, Prentice- 
Hall, pp.78_89=1991 年， 後藤 将之 訳， 『シン ボリ ッ 
ク 相互作用 論 —— ノ 、。一 ス ぺクテ イヴと 方法 J ， 
勁 草書 房， 101-115 頁. 

， 1966a, Sociological Implications of the 

Thought of George Herbert Mead, American Jour- 
nal of Sociology, 71: 535- 544=Blumer， 1969a, Sym- 
bolic Interactionism: Perspective and Method, 
Prentice-Hall, pp.61-77=1991 年, 後藤 将之 訳， 
『 シ ン ボ リ ッ ク 相互作用 論 —— パース ぺク ティ 
ヴと 方法 —— 』， 勁 草書 房， 78-100 頁. 

, 1966b, Reply to Bales=1992, Hamilton, P., 

(ed), George Herbert Mead: Critical Assessments, 
Vol.2, Routledge, pp.45-46. 



, 1967, Reply to Woelfel, Sone and 

Farberman, American Journal of Sociology, 72: 
411-412. 

， 1969b, The Methodological Position of 

Symbolic Interactionism, Blumer, 1969a, Symbolic 
Interactionism: Perspective and Method, Prentice - 
Hall, pp.1- 60=1991 年， 後藤 将之 訳， 『シンポ リツ 
ク 相互作用 論 —— パース ぺクテ イヴと 方' S 』， 
勁 草書 房， 1-77 頁. 

, 1971, Social Problems as Collective Be- 
havior, Social Problems, 18: 298- 306=2006 年， 桑 
原 司， 山 口 健 一 （訳' 解説）， 「集合 行動と し 
ての 社会問題」， 『経済学 論集』 66， 鹿 児 島 大学 
経済学 会， 41- 55 頁. 

' 1972, Action vs. Interaction, Society, 9: 

50 - 53. 

, 1973， A Note on Symbolic Interactionism, 

American Sociological Review, 38: 797—800. 

， 1975, Exchange on Turner, Sociological 

Inquiry, 45: 59 - 62. 

, 1977, Comment on Lewis, The Sociological 

Quarterly, 18: 285 - 289. 

, 1980, Mead and Blumer: The convergent 

methodological perspectives of social behaviorism 
and symbolic interactionism, American Sociological 
Review, 45: 409-419. 

, 1981a, Conversation with Herbert Blumer, 

interviewed by Morrione, T.J., and Farberman, 
H.A., Symbolic Interaction, 4: 113-128 (Summer); 
273-296 (Fall). 

, 1981b, George Herbert Mead, Rhea, B., 

(ed.), The Future of the Sociological Classics, Allen 
and Unwin, pp. 13b- 169. 

, 1983, Going Astray With a Logical 

Scheme, Symbolic Interaction, 6: 123-137, 
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